
県立広島病院連携連携

詳しい検査や治療が必要な時

症状が安定した
時

「かかりつけ医」とは、健康に関することを何でも相談でき、必要な医療機関に

紹介してくれる身近な生活の場にいる頼りになる医師のことです。

※県立広島病院は高度な専門医療を担っており「かかりつけ医」ではありません

待ち時間が短く、
診察に時間を
かけられる

かかりつけ医のメリット
日頃からよく知っている
ので対応が早い

精密検査や入院に適した
医療機関への紹介と予約
が行える

かかりつけ医
生活の場から支えてもらえる

を持ちましょう！

かかりつけ医
生活の場から支えてもらえる

を持ちましょう！

かかりつけ医を
持ったら
かかりつけ医を
持ったら

「かかりつけ医」と当院を結ぶのが「かかりつけ医」からの

『紹介状』です。この『紹介状』には、これまでの治療経

過や服用している薬の内容などが書かれているため、情報

を共有し、同じ検査や薬の重複投与を防ぐことができると

共に、患者さんの医療費の軽減にもつながります。

「お薬手帳」には、自分が使っている薬の名前や使い方、

アレルギー歴、副作用歴などが記録されています。「お薬

手帳」を掲示していただくことで、薬の重複や飲み合わせ

をチェックすることができ、アレルギー歴や副作用歴の確

認ができるので、より安全で的確な治療を行うことができ

当院での治療後、病状が安定した患者さんには、当院医師の判断のもと、

紹介元の「かかりつけ医」へ

逆紹介いたします。

ご自宅近くの医院・診療所等の先生に

ご紹介いたします。

逆紹介した後、病状に変化があった場合には、「かかりつ

け医」へご相談ください。「かかりつけ医」と当院医師が

連携して適切な治療にあたらさせていただきます。

「かかりつけ医」からの『紹介状』を持って当院へ

「お薬手帳」をご持参ください

当院と「かかりつけ医」とが連携します

※「お薬手帳」は、外来の看護師・薬剤師にご提示ください。

紹介状を
持参された方

紹介状なしで
来られた方 連携
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